研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　認知症共同生活住居G　　職　種　介護福祉士　　氏　名  高橋幸子

	期　　間　　平成24年　  11月　23日 （金）

	出張目的    八戸市民公開フォーラム　記念講演

	出 張 先    八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<考察>

今回、記念講演「若年認知症と生きる」に参加し、若年認知症患者ご本人様やご家族様の苦悩、葛藤がどのようなものであり、どのように乗り越えてこられたのかを知ることができました。若年認知症と診断され、「働けなくなる」「ふつうの生活が出来なくなる」と思い悩みながらも、周りの方々に相談し、いろいろなケアのやり方を知り、少しずつ方向性が見えてきたと話されていました。家族のサポートにより短時間の就労が可能になったり、毎日家庭での五感を刺激するような生活リハビリに励み、新しい趣味を増やして楽しまれたりと勢力的に取り組んでおられます。そして、さらに社会参加を積極的に行い、若年認知症を広く知ってもらい正しい理解を望んでおられます。これらのニーズに応えられるように、自分も介護する側の人間として知識を高め、ケアの向上を目指したいと思います。

· 記念講演　10：00～12：00

「若年認知症と生きる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師　　佐野　光孝　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野　明美　氏

コーディネーター　 水谷たか子　氏

　

　昭和23年8月7日生まれ（64歳）。静岡県富士宮市在住。2人の子供は独立し、現在妻との二人暮らし。趣味は、バイクと車と山登り。

　6年ほど前から仕事中に上司に間違いをいろいろ指摘されるようになった。自分でも少しおかしいと感じ始めた頃、会社から病院での検査を勧められ受診する。初めて診察を受けた脳神経外科では、「うつ」と診断された。知識を持った上司が認知症を疑い、一緒に再受診する。そこで、アルツハイマー型認知症と診断された。今から5年前の平成19年7月（58歳）の時である。36年間営業としてバリバリ働いたガス会社では、通常の勤務ができなくなり、会社側のサポート体制もなかったため、働き続けることができなくなった。休暇や手当などの保障制度を利用することで平成20年7月に定年退職となった。市から紹介された観光案内所でボランティア活動に励んでいる。

　平成21年5月を皮切りに、夫婦の経験や思い出をありのままに伝えるために、全国で講演活動を始めた。
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